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【背景及び目的】

5 年後に 40 頭規模の新規酪農経営を計画する業者が、平成 29 年 7
月 か ら 乳 用 子 牛 を 導 入 し 始 め 、 令 和 元 年 6 月 に は 飼 養 頭 数 が 12 頭
とな った 。 6 月中 旬よ り 4 頭 が分娩 し搾乳を 開始し たが、乳 質が取
引できる基準に達せず生乳出荷がで きない状態となったため、関係

機関とともに乳質改善を中心に指導を行った。

【農場概要】

牛舎はフリーバーン牛舎と馬房風の牛舎の 2 棟で、搾乳牛 4 頭、
育成 牛 8 頭、 新 生 子牛 4 頭 の計 16 頭 を飼 養 。 飼料 は 分離 給与 、搾
乳 は 移 動 式 搾 乳 機 を 使 用 し て い た 。 人 員 は 経 営 者 1 名 (農 場 方 針 決
定 )と 従 業 員 1 名 (飼 養 管 理 )の 2 名で 、 経 営者 は 酪 農未 経 験 、 従業
員は学生時代の実習で搾乳経験がある程度であった。

【問題点】

泌 乳 初 期 で あ る 6 月 下 旬 の 乳 質 検 査 (近 畿 生 販 連 と 乳 業 メ ー カ ー
が実施 )で 乳脂肪が 2.20 ～ 3.34%(基 準 3.50%以上 )、 無脂固形が 7.41 ～
8.17%(基 準 8.30%以 上 )と 低 く 、 基 準 に 達 し て い な か っ た 。 ま た 、 4
頭中 2 頭でアルコール不安定乳と判定された（アルコール不安定乳
について：図１）。

【成績と対策】

乳質改善のため、給与飼料の改善 を指導し、代謝プロファイルテ

スト (以 下 MPT)を 3 回実施した（表１）。
分娩後の 6 月下旬の MPT は 4 頭全て低栄養状態であった。 BCS も

2.0 ～ 2.25 と 低 く 、 著 し く 削 痩 し て い た 。 原 因 は 搾 乳 開 始 後 も 育 成
期用配合飼料を給与しているうえ、 乾草や配合飼料の給与量も少な

く 、 DM、 CP、 TDN が 不 足 し て い た た め で あ っ た 。 畜 主 に 対 し 早 急
に飼料会社と相談するよう指示し、搾乳期の飼料設計を実施させた。

給 与 飼 料 変 更 後 に は DM、 CP、 TDN の 充 足 率 は 順 に 70.9%→103%、
71.1%→121%、 82.5%→121%と改善された（表２）。
併せて、飼料添加物等給与による 対策としてビタミン剤の添加や

鉱塩の使用を、暑熱対策として扇風 機等送風機器及び日除けの設置

や重曹の添加を実施した。

この ような飼料等の変更に伴い 7、 8 月の MPT は徐々に改善した
（ 表 ３）。 ま た 、 乳 質 検 査 も 7 月 中 旬 に ア ル コ ー ル 不 安 定 乳 が 改 善
し 、 9 月 上 旬 に は 基 準 を 達 成 し た た め 、 乳 質 の 安 定 が 確 認 さ れ れ ば



出荷可能な状態にまで到った（図２）。

【当農場の動向】

乳 質 の 改 善 が み ら れ る 中 、 9 月 中 旬 に 従 業 員 が 急 遽 退 職 す る こ と
となり、搾乳作業ができなくなったため、搾乳牛 4 頭を一時他農場
に預け、育成牛のみの飼養に戻った 。経営者は酪農経営継続の意向

のため 30 頭規模の新牛舎建設や新たな従業員の確保を行っており、
時期は未定だが搾乳を再開する予定である。

【まとめ】

搾乳期における基本的な飼養管理 ができていなかったため、乳質

が悪く生乳出荷ができない状況とな ったが、飼料設計の見直しや飼

料添加物給与等、適切な飼養管理を 実施したところ、生乳が出荷可

能な乳質基準に達した。

現在、搾乳が一時的に中断してい るが、経営者と新たな従業員に

は、搾乳再開までに飼養管理技術の 習得が必要である。そこで酪農

をするにあたり主な技術を６つ挙げた（図３）。

その中で堆肥製造技術についてはある程度の技術があった。また、

飼料給与技術や衛生的な搾乳技術に ついては徐々に習得が認められ

ていた。特に搾乳技術については、 この短期間だが乳房炎発生が認

められなかった。最後に、子牛育成 技術や発情観察、分娩等の繁殖

管理技術、健康観察、周産期疾病、 乳房炎等の疾病発見技術につい

ては未だ未熟な点が見られるため充分な技術習得が必要となる。

これまでの経験を生かし、また、 短期間でも他農場での研修を実

施し、飼養管理技術を向上できるよ う、関係機関と連携し、継続し

て助言や指導を行い、経営を安定させていきたいと考えている。
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